5. 巨大な縦隔奇形腫の1例(第473回千葉医学会例会,第4回佐藤外科例会) by 蜂巣,忠
206 第 473回千葉医学会例会，第 4回佐藤外科例会 
5. 	 巨大な縦隔奇形腫の 1例
蜂巣 忠(研究生 l年)
症例は 55歳の男子。右胸部痛と呼吸困難を主訴とし
来院。胸部X線像で右前縦隔に人頭大の腫癌陰影がみら
れた。開胸するに腫蕩は右胸部前部を広範に占居してお
り嚢腫性で中に骨組織，頭髪を混じた粥状物質を入れ，
被膜は 17x17x13cmであった。組織診断は良性奇形
腫であり患者は術後 14週で軽快退院した。当教室では
昭和 21年より昭和 43年	 1月までに本症例も含めて， 
8例の縦隔性腫蕩別出例を経験しているが，手術死亡例
は l例もない。 8例中 4例が良性奇形腫，残りは神経線
維腫，横紋筋腫，細網肉腫リンパ肉腫がおのおの 1例ず
つである。また 4例の奇形腫のうち 3例までが前縦隔に
存在していた。 
6. 	 核刷出術を行なった食道筋腫の 1例
中島克巳(研究生  l年)
食道筋腫の中では平滑筋腫が最も多いが，それでも癌
腫に比べるときわめてまれな疾患であり，本邦では 1933
年大沢の報告以来，手術例は 20例にすぎない。今回は
食道を切除することなく粘膜を保存して核別出術を行な
った 1例について報告する。
症例は 32歳。男。主訴は鴨下困難。 X線検査で上部
食道 Iuに鶏卵大の陰影欠損を認める。食道鏡，細胞診
で、悪性像を認めず粘膜下腫湯の筋腫を疑って手術した。
右開胸，食道筋層を縦切開し，粘膜面を開くことなく腫
虜別出を行なう。
易リ出標本の大きさは， 4.5x2.0x1.5cm，表面黄赤褐
色，勾玉状で割面は灰褐色充実性であ線維走向を認める。
組織学的に平滑筋腫であった。術後 25日で全治退院。
経過は順調である。 
7. 	 小腸癌の 1例
楊朝明(研究生  l年)
原発性小腸癌は比較的まれな疾患である。最近当科に
おいてその l例を経験し，ここに報告する。症例，患者は 
52歳の男子で，主訴は腹部膨満感および幅吐，既往歴
では 19歳に腸チフスにかかっている。現病歴，約 3カ
月前より腹部膨満感，悪心， P匝吐が出現し，入院時腹部
は平坦で軟かく，腫癌もふれず， X線では  60cmの空腸
に狭窄像を示し，開腹するに全周にわたる狭窄を認め，
小腸切除術を施行。易リ出標本では潰蕩型腫癌で，腺管腺
癌であった。術後良好で，第 19病日に退院した。
考案。 小腸腫蕩の発生頻度は腹部消化管腫蕩の約 
12.2%"，  0.2%である。本邦における空回腸癌は計 117
例である。空腸癌がもっとも多く， 51.1%である。男
性に多く，術前診断が非常に困難である。適中率は約 
14.28%である。初発症状は腹痛を訴えるものがもっと

も多く，腸管閉塞症状がおもである。予後は非常に悪く，
 
I年以内の死亡率は 70%である。
 
8. 	 蝶形洞炎より惹起した脳膿蕩の 1例
劉 浩志(研究生 l年)
最近当教室にて，炎症性変化が加わり，膿虜を形成し
た Cholesteatomaを l例経験したのでここに報告する。
患者は 38歳女性で，急激に進行せる両側耳側半盲お
よび両側視神経萎縮を呈し，右前頭開頭術を行ない，右
視神経内側に膿虜を認めた。
術後，閉塞性脳水腫をきたし脳室胆のうシャントを施
行し，症状の改善を見たが，数カ月後再び悪化し，つい
に死亡した。
剖検により， トルコ鞍上に超栂指頭大の Choleste・ 
atomaを認めた。周囲組織には炎症性反応がみられた。 
Cholesteatomaに蝶形骨洞からの炎症が波及して膿療
を形成したものと考えられる。
本邦および欧米の報告例についての考案をも加えてこ
こに報告した。 
9. 	 視床下部に発生した奇形腫の 1例
忍頂寺紀彰(研究生 l年)
頭蓋底に原発した奇形腫の 1例を報告する。
症例は 10歳男性で，目まい頭痛を初発症状とし当科来
院までの 5カ月聞に，女性乳房，視力低下，水崩症，意
識障害をきたい某病院にて脳血管造影施行。水頭症を
認めたので当科来院した。入院時，傾眠状態で，神経学
的には，項部強直，両耳側半盲，右瞳孔散大および対光
反射減弱，眼筋の軽度麻庫，顔面神経中枢性麻庫，運動
系では左不全麻庫を認めた。ウッ血乳頭はなかった。当
科では， bilateral ventriculostomy施行後 Rt.frontal 
craniotomyを施行したが，根治手術不能となった症例
である。術後十二指腸潰蕩の出血で，手術するも噴門部
の潰療の窄孔で死亡した。剖検の結果，頭蓋底に鶏卵大，
小豆大の嚢胞を有する境界明瞭の腫癌で，視交叉，第 3
脳室を圧迫し，後方は橋に達していた。組織学的には，
重層扇平上皮，軟骨組織，円柱上皮を有する腺組織と 
Colloidなどから成る三匹葉性の奇形腫であった。
